
1 

 

Management Club Report Jan.2018Vol.181 
 

Management Club Report 
 

Jan.2018/Vol.181 
 

Monthly Opinion  ≪光を捉えて乗り越える≫ 
 

  

 

 MCレポートをご愛読の皆様、明けましておめでとうございます。本年もよろ

しくお願い申し上げます。 

 ２０１８年１月発行の今月号は第１８１号になりますが、２０１８年の下二桁「１８」と

１月の「１」を合わせまして「１８１」になるという偶然を発見し、正月早々何やら

縁起の良さを感じさせてくれました。そして、やや先の話ではありますが、記念

の２００号は２０１９年８月の発行予定で、その２００号の発行を待って、９月７日(土)

に創立２０周年記念の会を開催する予定でおります。１年前の１月号でも触れまし

たとおり、記念の２００号においては皆様方からお寄せ頂くたくさんの原稿で埋

め尽くし、記念誌として書棚を飾ることができるような体裁と内容にしたいと

考えておりますのでご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

さて、今年のテーマは「光を捉えて乗り越える」と致しました。昨年のテーマ

であった「よい受け方」を実行することで、前向きな光が見えてきます。それを

逃さず捉えることで、立ちふさがる壁や険しい山を乗り越えるように取り組ん

で行きたいとの考えを、１１日配信のメールマガジンで発表致しました。 

すると、「そのテーマや佳し」とするメールが、ある院長から寄せられたので

す。私は、大変勇気づけられ、「よしこれで行こう！」と改めて意を強くするこ

とができたのです。その院長は「うる覚えではありますが」との前置きを入れな

がら、光を捉えて乗り越えた人の体験談を次のように寄せてくれたのです。 

「被爆者の方の発言で、瓦礫に埋まって周りが全く見えなくなっている時に

外から声がして、『助けてあげるから頑張って周りのものを退けなさい。そうす

れば光が見えるから』と言われたそうです。その方は懸命に瓦礫をかき分けて助

かったそうですが、それからは辛いことがあってもここを乗り越えれば希望の

光が見えると思って頑張ることができたとおっしゃっていました。今年のテー

マを見てこの話を思い出しました」 

文献や記録を紐解いても大意この文章と違いはないと思います。そのような

過酷な運命を跳ね除けながら生きてきた先達の体験談を、この院長は自らの人

生訓として励みにして来たのだろうということがよく分かりました。院内研修

においても活用させて頂きたいお話でした。 

今年 1 年かけて多くの人たちの光と壁についての体験談を聴き、そこから学

んだことを、他の多くの人たちに伝えることができればと思っています。 

つきまして、その光の一つとも言うべき意義深いサジェスチョンに満ち溢れ

た、昨年暮れのスタッフリーダー・ミーティングにおけるパネルディスカッショ

ンの内容を、お伝えすることから今年もスタートして参ろうと思います。 

 


